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『
御
堂
関
白
集
』
に
つ
い
て
は
、
杉
谷
寿
注
1

郎
氏
を
始
め
、
森
川
泰
注
2

雄
氏
、
平

野
由
紀
注
3

子
氏
、
妹
尾
好
注
4

信
氏
、
森
田
奈
注
5々氏

、
片
山
注
6

剛
氏
ら
に
よ
り
読
解
が
重

ね
ら
れ
て
、
家
集
の
中
身
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
だ
が
、
平
野
由
紀
子
氏

に
よ
り
、
待
望
の
『
御
堂
関
白
集
全
釈
』
の
刊
行
が
成
っ
た
こ
と
で
（
風
間
書

房

二
〇
一
二
年
三
月
）、
さ
ら
に
新
た
な
世
界
が
明
確
に
見
え
て
き
た
。

こ
の
家
集
は
、
道
長
や
長
女
中
宮
彰
子
を
中
心
と
し
て
、
妻
倫
子
、
次
女
尚

侍
妍
子
、
妻
母
穆
子
、
嫡
子
頼
通
そ
し
て
女
房
た
ち
な
ど
、
道
長
一
家
と
そ
の

周
辺
の
人
々
の
交
友
・
私
生
活
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
消
息
な
ど
身
近
に
あ
っ

た
資
料
を
用
い
た
源
泉
的
家
集
で
あ
り
、「
資
料
的
価
値
は
高
く
、
人
間
関
係

や
事
件
の
背
景
、
詠
歌
事
情
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
家
集
で
あ
る
（
注

3
の
②
論
文
）。
集
団
の
家
集
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
核
は
一
つ
で
は
な
く
複

数
存
在
す
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
歌
の
詠
者
が
す
べ
て
自
明
と
は
言
い
難

く
、
研
究
者
に
よ
り
意
見
が
分
か
れ
る
な
ど
、
読
む
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
。
平

野
氏
の
『
御
堂
関
白
集
全
釈
』
は
、
正
確
か
つ
丁
寧
な
読
解
か
ら
、
そ
の
疑
問

に
も
明
快
に
答
え
て
く
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
こ
の
集
の
「
御
返
事
」
は
、
受
け
取

り
手
へ
の
畏
ま
り
を
表
し
、
誰
が
誰
に
対
し
て
送
っ
た
歌
な
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
）。
道
長
家
の
家
集
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
栄
花
物
語
』
の
内
容
と
重
な
る
世

界
が
あ
る
の
だ
が
、
直
接
的
な
関
係
は
な
く
、『
栄
花
物
語
』
で
従
来
結
ば
れ

て
い
た
像
を
揺
さ
ぶ
り
、
再
考
を
迫
る
も
の
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
御
堂
関
白
集
全
釈
』
に
い
た
る
ま
で
の
研
究
成
果
を
、『
栄
花

物
語
』（
以
下
、『
栄
花
』
と
略
称
）
に
還
元
し
て
み
た
い
。
平
野
氏
は
、
禁
欲
的

と
い
え
る
ほ
ど
に
注
釈
書
の
範
囲
を
守
ら
れ
て
い
て
、『
栄
花
』
に
対
し
て
詳

し
く
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、『
栄
花
』
側
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
、
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整
理
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
以
下
、
本
文
は
、『
御
堂
関
白
集
全
釈
』（
以
下

『
全
釈
』
と
略
称
す
る
）
に
よ
る
。『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
67

資
経
本
私
家
集
三
』

（
朝
日
新
聞
社

二
〇
〇
三
年
）
を
底
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
冷
泉
家
本

は
、「
法
成
寺
入
道
殿
御
集
」
の
名
称
を
も
つ
が
、
神
宮
司
文
庫
本
を
底
本
に

し
た
『
私
家
集
大
成
』
や
松
平
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
、

「
御
堂
関
白
集
」
の
名
が
通
行
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、『
御
堂
関
白
集
』
で
進

め
て
い
く
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
が
影
印
で
刊
行
さ
れ
た
の
を
受
け
、
Ｃ
Ｄ
版
『
新
編

私
家
集
大
成
』
に
「
新
編
補
遺
」
と
し
て
、
妹
尾
好
信
氏
に
よ
り
解
説
が
加
え

ら
れ
、
冷
泉
家
本
の
新
出
部
分
十
七
首
が
、
七
四
〜
九
〇
番
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
。『
全
釈
』
と
番
号
は
重
な
る
。『
御
堂
関
白
集
』
の
歌
は
、
時
の
流
れ
に
そ

い
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
先
行
研
究
も
生
か
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
、

（
1
）
第
一
部
…
寛
弘
元
年
〜
二
年
詠
（
一
〜
四
六
番
歌
）

四
六
首

（
2
）
第
二
部
…
寛
弘
七
年
〜
八
年
詠
（
四
七
〜
九
〇
番
歌
）

四
四
首

二
部
に
分
け
ら
れ
、「
両
者
の
間
の
空
白
期
間
は
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
の

か
、
伝
来
の
過
程
で
脱
落
が
生
じ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
」
と
説

明
さ
れ
た
。「
な
お
、
新
出
部
分
に
関
し
て
も
、
第
八
六
番
歌
と
八
七
番
歌
の

間
に
少
な
く
と
も
一
丁
分
の
脱
落
が
想
定
さ
れ
る
。
詠
者
不
明
の
第
八
五
・
八

六
番
歌
に
御
堂
関
白
集
に
載
せ
ら
れ
る
要
素
が
見
出
せ
な
い
の
で
、
そ
れ
に
続

く
部
分
に
御
堂
関
白
家
ゆ
か
り
の
人
物
の
詠
歌
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
」
る
と

し
、
ま
た
、「
最
後
の
第
九
〇
番
歌
に
返
歌
が
な
い
こ
と
、
一
年
の
途
中
の
五

月
の
歌
で
終
わ
っ
て
い
る
の
は
月
次
歌
集
の
末
尾
と
し
て
は
不
自
然
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
新
出
部
分
も
本
来
の
歌
集
末
尾
で
は
な
い
可
能
性
が
大
き
い
。
つ
ま

り
、
時
雨
亭
文
庫
本
も
御
堂
関
白
集
の
完
本
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

と
思
う
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。

『
御
堂
関
白
集
』
寛
弘
元
・
二
年
と
寛
弘
七
・
八
年
は
、『
栄
花
』
で
は
巻

八
「
初
花
」
に
描
か
れ
た
年
代
に
あ
た
る
。

二

『
栄
花
』
と
『
御
堂
関
白
集
』
と
で
歌
は
重
な
る
も
の
の
、
情
況
が
微
妙
に

違
う
の
が
、
次
の
、
巻
八
「
初
花
」
巻
末
近
く
の
記
事
で
あ
る
。

中
宮
の
若
宮
、
…
…
今
年
は
三
つ
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
。
四
月
に
は
、

殿
、
一
条
の
御
棧
敷
に
て
若
宮
に
物
御
覧
ぜ
さ
せ
た
ま
ふ
。
い
み
じ
う
ふ

く
ら
か
に
白
う
愛
敬
づ
き
、
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
す
を
、
斎
院
の
渡
ら

せ
た
ま
ふ
を
り
、
大
殿
、「
こ
れ
は
い
か
が
」
と
て
、
若
宮
を
抱
き
た
て

ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
御
簾
を
か
か
げ
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、
斎
院
の
御
輿
の

帷
よ
り
、
御
扇
を
さ
し
出
で
さ
せ
た
ま
へ
る
は
、
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま

ふ
な
る
べ
し
。
か
く
て
暮
れ
ぬ
れ
ば
、
ま
た
の
日
、
斎
院
よ
り
、

光
い
づ
る
あ
ふ
ひ
の
か
げ
を
見
て
し
か
ば

年
経
に
け
る
も
う
れ
し
か
り
け
り

御
返
し
、
殿
の
御
前
、

も
ろ
か
づ
ら
双
葉
な
が
ら
も
君
に
か
く

あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
む

と
ぞ
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。（
本
文
は
梅
沢
本
に
よ
る
が
、
表
記
は
改
め
た
）

『
御
堂
関
白
集
』
で
は
、

御
返

も
ろ
か
づ
ら
双
葉
な
が
ら
も
君
に
か
く

あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん
（
八
七
）

と
の
み
あ
り
、
贈
歌
部
分
は
失
わ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
脱
落
が
指
摘
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さ
れ
る
箇
所
に
あ
た
り
、『
全
釈
』
に
「（
加
藤
注
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
の
影
印

で
は
）
丁
が
変
わ
っ
た
第
一
行
に
「
御
返
」
と
あ
る
」
と
付
言
す
る
。

と
こ
ろ
で
、『
大
鏡
』
師
輔
伝
に
も
、『
栄
花
』
と
同
じ
贈
答
歌
が
次
の
よ
う

に
見
え
る
。
本
文
は
通
行
の
東
松
本
で
示
し
（
表
記
は
私
意
に
よ
る
）、
大
き
な

異
同
箇
所
の
み
触
れ
る
。

こ
の
当
帝
や
東
宮
な
ど
の
、
ま
だ
宮
た
ち
に
て
お
は
し
ま
し
し
時
、
祭
見

せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
し
御
棧
敷
の
前
過
ぎ
さ
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
、
殿
の

御
膝
に
、
二
所
な
が
ら
据
ゑ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、「
こ
の
宮
た
ち

見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
御
輿
の
帷
よ
り
赤
色

の
御
扇
の
つ
ま
を
さ
し
出
で
た
ま
へ
り
け
り
。
殿
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り

て
、
…
…
と
こ
そ
感
じ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
け
れ
。
院
よ
り
大
宮
に
聞

こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
、

光
い
づ
る
あ
ふ
ひ
の
か
げ
を
見
て
し
よ
り

年
つ
み
け
る
も
う
れ
し
か
り
け
り

御
返
し
、

も
ろ
か
づ
ら
ふ
た
ば
な
が
ら
も
君
に
か
く

＊

あ
ふ
ひ
や
神
の
ゆ
る
し
な
る
ら
む

（
＊
裏
書
分
註
本
で
は
陽
明
文
庫
本
を
は
じ
め
「
し
る
し
」）

げ
に
賀
茂
明
神
な
ど
の
う
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
こ
そ
、
二
代

ま
で
う
ち
続
き
栄
え
さ
せ
た
ま
ふ
ら
め
な
。

『
栄
花
』
と
ほ
ぼ
同
じ
歌
形
の
贈
答
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
場
面
が
微
妙
に
異
な

り
、
返
歌
の
主
も
異
な
る
。

『
栄
花
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
皇
子
（
敦
成
）
が
三
歳
に
な
っ
た
年
と
記
し

（
時
は
寛
弘
七
年
〈
一
〇
一
〇
〉
と
な
る
）、
道
長
が
一
条
の
棧
敷
席
で
皇
子
に
賀
茂

祭
を
見
物
さ
せ
、
皇
子
を
抱
き
上
げ
て
、
御
輿
の
斎
院
選
子
に
見
せ
た
と
あ

る
。『
栄
花
』
の
側
の
注
釈
書
で
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
栄
花
物
語
全
注

釈
』、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
な
ど
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
四
月
二
十

五
日
条
の
、「
見
二

祭
還
一

、
若
宮
出
給
、
傅
大
納
言
・
中
宮
大
夫
候
二

御
車

後
一

、
殿
上
人
廿
余
人
候
二

御
前
一

」（『
御
堂
関
白
記
』）
を
引
用
す
る
。
こ
の
年

は
、
教
通
が
近
衛
使
で
あ
っ
た
が
『
栄
花
』
で
は
触
れ
な
い
の
注
も
見
え
る
。

と
こ
ろ
が
、『
大
鏡
』
で
は
、
道
長
は
二
人
の
皇
子
た
ち
を
選
子
に
見
せ
て
、

翌
日
、「
院
（
斎
院
）
よ
り
大
宮
（
彰
子
）」
に
歌
は
送
ら
れ
た
と
す
る
。
返
歌
の

主
は
「
大
宮
」
彰
子
と
読
め
る
。

『
大
鏡
』
が
指
す
の
は
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
四
月
十
八
日
条
に
、「
暁

棧

従
レ

内
若
宮
・
三
宮
・
尚
侍
同
道
御
二

一
条
家
散
敷
室
一

、
巳
午
時
許
上
達
部
等

参
会
…
…
」
と
あ
る
、
賀
茂
祭
を
孫
の
敦
成
・
敦
良
の
両
皇
子
（
と
尚
侍
妍
子
）

を
と
も
な
っ
て
一
条
の
棧
敷
席
で
見
物
し
て
い
た
。
右
大
臣
顕
光
・
内
大
臣
公

季
ら
公
卿
は
総
勢
十
四
人
も
参
り
、
殿
上
人
も
皆
参
上
し
て
い
る
。

『
全
釈
』
補
説
欄
に
「
御
堂
関
白
集
の
歌
の
配
列
で
は
寛
弘
八
年
四
月
の
賀

茂
祭
と
な
る
が
、
…
…
」
と
あ
り
、
ま
た
、
語
釈
欄
に
、「
も
ろ
か
づ
ら
」
は
、

「
も
ろ
」
は
「
諸
手
」
「
諸
恋
」
な
ど
、
二
つ
の
、
両
方
の
、
の
意
が
あ
る
。

こ
の
時
、
抱
き
あ
げ
た
二
人
の
孫
、
敦
成
、
敦
良
を
さ
す
。

と
し
、
寛
弘
八
年
で
は
二
人
の
皇
子
を
携
え
て
の
も
の
だ
か
ら
、
右
の
語
釈
は

生
き
て
く
る
。
ま
た
、
返
歌
の
「
神
の
し
る
し
」
に
つ
い
て
、「
神
の
霊
験
」

と
語
釈
す
る
。

『
御
堂
関
白
集
』
に
は
、
残
念
な
が
ら
「
御
返
」
と
し
か
な
く
、
詳
し
い
状

況
が
わ
か
ら
ず
、
返
歌
の
主
も
道
長
な
の
か
彰
子
な
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、『
御
堂
関
白
記
』
に
あ
た
る
と
、
敦
成
親
王
一
人
を
同
行
し
た
寛

弘
七
年
四
月
二
十
五
日
は
「
甲
戌
」
で
、
祭
翌
日
に
あ
た
り
、「
見
二

祭
還
一

」

と
あ
っ
た
よ
う
に
、「
還�

立�

」�

を�

見
物
し
た
も
の
で
あ
る
。「
傅
大
納
言
・
中
宮
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大
夫
候
二

御
車
後
一

、
殿
上
人
廿
余
人
許
候
二

御
前
一

」
と
か
、「
従
二

見
物
所
一

神

館立
左
衛
門
督
（
頼
通
）・
左
右
宰
相
中
将
…
…
等
率
二

殿
上
人
一

到
、
返
来
人
々

…
…
」（『
御
堂
関
白
記
』）
と
あ
る
。
還
立
は
、
一
条
の
棧
敷
席
で
は
な
く
、
車

中
よ
り
雲
林
院
・
知
足
院
な
ど
紫
野
で
見
る
こ
と
が
多
い
（『
枕
草
子
』「
見
物

は
」）。
往
路
に
は
、
斎
院
か
ら
の
一
行
と
内
裏
か
ら
の
一
行
と
が
、
一
条
の
辻

あ
た
り
で
合
流
し
て
、
一
条
大
路
を
東
行
す
る
（
ゆ
え
に
一
条
桟
敷
席
で
見
物
す

る
）。
下
賀
茂
社
か
ら
上
賀
茂
社
に
向
か
い
、
そ
こ
で
一
泊
す
る
。
帰
路
は
、

「
大
宮
大
路
の
末
の
道
を
南
行
し
、
紫
野
院
に
帰
る
」（
和
泉
古
典
叢
書
『
枕
草

子
』、
増
田
繁
夫
氏
校
注
）、
別
の
道
を
通
る
の
で
、
見
物
の
場
所
も
変
わ
る
。
往

路
は
斎
院
は
「
御
輿
」
に
乗
る
が
、
帰
路
は
牛
車
と
も
、
増
田
氏
は
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、『
栄
花
』
は
、
寛
弘
七
年
条
に
記
す
が
、
寛
弘
八
年
の
出
来
事
を

も
と
に
し
た
記
述
と
解
釈
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
返
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、『
栄

花
』
の
よ
う
に
道
長
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
大
鏡
』
に
見
え
た
中
宮
彰
子
な
の

か
。
私
は
、
返
歌
の
、

も
ろ
か
づ
ら
双
葉
な
が
ら
も
君
に
か
く

あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん

と
い
う
詠
み
ぶ
り
に
注
意
し
た
い
。
初
句
「
も
ろ
か
づ
ら
」
は
フ
タ
バ
ア
オ
イ

の
こ
と
で
、
葵
と
桂
と
を
挿
頭
に
し
た
り
飾
っ
た
り
し
た
が
、
三
句
の
「
あ
ふ

ひ
」
の
語
と
重
な
っ
て
し
ま
う
。
ち
な
み
に
、「
も
ろ
か
づ
ら
」「
あ
ふ
ひ
」
を

と
も
に
詠
み
込
ん
だ
歌
は
、
こ
れ
以
前
の
例
は
管
見
に
入
ら
ず
、
後
に
は
こ
の

歌
の
影
響
と
見
う
け
ら
れ
る
例
歌
が
見
え
る
。
は
や
く
、
藤
原
公
任
は
、『
新

撰
髄
脳
』
で
、「
む
ね
と
去
る
べ
き
こ
と
は
、
二
所
に
同
じ
こ
と
の
あ
る
な
り
」

と
指
摘
す
る
が
、
歌
病
に
類
す
る
表
現
か
と
思
わ
れ
る
。「
も
ろ
か
づ
ら
」
の

返
歌
は
、
そ
う
い
う
歌
の
規
則
な
ど
に
拘
ら
な
い
道
長
詠
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
何
よ
り
も
、
二
人
の
皇
子
を
斎
院
に
見
せ
た
行
為
者
の
歌
と
し
た
方
が
ふ

さ
わ
し
い
し
、「
神
の
し
る
し
」
と
得
意
げ
な
歌
い
ぶ
り
も
、
彰
子
よ
り
は
い

か
に
も
道
長
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

『
大
鏡
』
で
彰
子
の
返
歌
と
し
た
の
は
、
後
世
か
ら
歴
史
を
見
る
目
が
優
先

し
、
後
世
に
皇
統
を
つ
い
で
い
く
弟
皇
子
敦
良
（
後
朱
雀
天
皇
）
を
、「
二
代
ま

で
う
ち
続
き
栄
え
さ
せ
た
ま
ふ
ら
め
な
」
と
予
祝
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
両

天
皇
の
母
彰
子
を
前
面
に
出
し
て
き
た
と
思
わ
れ
た
が
、『
大
鏡
』
を
忠
実
に

踏
襲
し
、
二
人
の
皇
子
を
祭
り
見
物
に
連
れ
出
し
た
と
記
す
『
古
本
説
話
集
』

で
は
、
返
歌
の
主
に
つ
い
て
は
、「
大
殿
」（
道
長
）
に
し
て
い
る
の
で
、『
大

鏡
』
の
「
大
宮
」
は
「
大
殿
」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
妹
尾

氏
は
、
註
4
⑧
論
文
で
誤
伝
と
し
、
道
長
の
返
歌
と
し
て
い
る
。

『
栄
花
』
で
は
、「
栄
花
の
初
花
」
と
し
て
記
し
た
敦
成
親
王
誕
生
記
事
に
対

応
さ
せ
、
敦
成
親
王
一
人
を
焦
点
化
し
、「
初
花
」
巻
に
ふ
さ
わ
し
い
贈
答
歌

仕
立
て
に
し
た
。
余
談
な
が
ら
、『
栄
花
』
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
詞
書
と
歌
形

を
も
つ
『
後
拾
遺
集
』
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、『
栄
花
』
経
由
で
入
集
し
た
可
能

性
が
よ
り
強
く
注
7

な
る
。

三

『
栄
花
』
は
資
料
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
史
実
そ
の
ま
ま
と
見
る
向

き
に
危
険
が
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
た
が
、『
御
堂
関
白
集
』
の
次
の

贈
答
歌
を
見
た
と
き
、
愕
然
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

左
衛
門
督
殿
の
、
北
の
方
に
は
じ
め
て
つ
か
は
す

降
り
立
ち
て
今
日
は
引
く
に
も
か
か
ら
ね
ば

あ
や
め
の
ね
さ
へ
な
べ
て
な
る
か
な
（
五
九
）

御
返
事
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あ
や
め
草
引
け
る
を
見
れ
ば
人
し
れ
ず

深
き
た
も
と
も
あ
ら
は
れ
に
け
り
（
六
〇
）

五
九
番
歌
は
、
左
衛
門
督
頼
通
か
ら
北
の
方
隆
姫
（
具
平
親
王
女
）
へ
の
歌
で
あ

る
が
、『
全
釈
』
語
釈
欄
に
、「
は
じ
め
て
つ
か
は
す
」
に
つ
い
て
、「
求
愛
の

最
初
の
段
階
は
、
男
性
が
女
性
に
自
ら
の
深
い
思
い
を
打
ち
あ
け
る
歌
を
贈

る
。
こ
れ
を
は
じ
め
て
文
を
持
っ
て
ゆ
か
せ
る
の
意
で
、『
は
じ
め
て
つ
か
は

す
』
と
い
う
。
…
…
」
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
返
歌
六
〇
番
歌
は
、「
男
の
求

愛
を
否
定
的
に
拒
絶
す
る
の
が
普
通
」
の
詠
み
ぶ
り
ゆ
え
に
、
北
の
方
隆
姫
の

歌
で
は
な
く
、「
姫
の
周
囲
の
人
物
だ
か
ら
こ
そ
『
深
き
た
も
と
も
あ
ら
は
れ

に
け
り
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
説
さ
れ
た
。
首
肯
で
き
る
丁
寧
な
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

家
集
で
は
、
右
の
贈
答
歌
は
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
一
）
の
年
次
に
配
置
さ
れ
、

そ
の
年
五
月
五
日
の
贈
答
歌
に
な
る
。
尚
侍
妍
子
が
東
宮
居
貞
親
王
（
後
の
三

条
天
皇
）
と
結
婚
し
た
寛
弘
七
年
二
月
の
贈
答
歌
の
後
に
あ
る
。

『
栄
花
』
初
花
の
巻
で
は
、
頼
通
と
具
平
親
王
女
隆
姫
と
の
結
婚
は
寛
弘
六

年
条
に
記
さ
れ
、
尚
侍
妍
子
の
東
宮
入
り
は
そ
の
後
「
冬
」
に
な
っ
て
と
見
え

る
（
実
際
は
寛
弘
七
年
二
月
）。
記
録
類
に
は
頼
通
の
結
婚
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
を

示
す
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
頼
通
は
、
寛
弘
七
年
五
月
五
日
に
ま
だ
隆
姫

と
結
婚
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
年
時
の
誤
り
は
初
花
巻
に
は
多
い
の
だ
が
、

兄
と
妹
の
結
婚
順
序
す
ら
間
違
え
て
記
し
た
の
か
、
そ
れ
も
、
具
平
親
王
の
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
、
同
じ
巻
で
、

か
か
る
ほ
ど
に
、
六
条
の
宮
も
う
せ
た
ま
ひ
に
し
か
ば
、
左
衛
門
督
殿
（
頼

通
）
ぞ
、
よ
ろ
づ
思
し
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
も
、
本
意
あ
り
あ
は
れ

な
る
御
事
な
り
。

と
、
婿
で
あ
る
頼
通
が
い
ろ
い
ろ
世
話
を
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
具
平

親
王
は
、
寛
弘
六
年
七
月
二
十
八
日
の
薨
去
。
だ
が
、『
栄
花
』
で
は
、
寛
弘

七
年
正
月
二
十
九
日
の
伊
周
薨
去
記
事
よ
り
も
後
に
置
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
御
堂
関
白
集
』
を
読
ん
で
、
頼
通
の
結
婚
を
こ
の
寛
弘

七
年
五
月
以
降
と
決
め
つ
け
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
誤
り
ら
し
い
。『
御
堂
関

白
記
』
寛
弘
七
年
五
月
十
四
日
条
に
、

左
衛
門
督
内
方
渡
、

と
、
頼
通
室
「
内
方
」
と
し
て
、
十
四
日
の
日
、
道
長
法
華
三
十
講
の
聴
聞
に

参
会
し
て
い
る
。『
御
堂
関
白
集
』
五
九
・
六
〇
番
の
歌
が
五
月
五
日
の
歌
な

の
で
、
そ
れ
以
後
十
四
日
以
前
に
結
婚
が
成
っ
た
と
は
、
五
月
の
月
は
当
時
結

婚
を
忌
む
風
習
が
あ
っ
た
注
8

の
で
、
五
月
中
の
結
婚
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
隆

姫
父
具
平
親
王
の
死
が
、
寛
弘
六
年
七
月
二
十
八
日
な
の
で
、
そ
の
後
は
重
服

と
な
り
、
結
婚
は
薨
去
以
前
と
な
り
、『
御
堂
関
白
集
』
の
求
婚
の
和
歌
は
、

寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
か
も
し
く
は
翌
六
年
の
五
月
と
な
ろ
う
。
寛
弘
六
年

五
月
と
す
る
な
ら
、
こ
と
は
、『
紫
式
部
日
記
』（
以
降
『
紫
日
記
』
と
略
称
）
に

波
及
し
て
く
る
。
有
名
な
箇
所
な
の
で
あ
る
が
、『
紫
日
記
』
を
引
用
す
る
と
、

中
務
の
宮
わ
た
り
の
御
こ
と
を
、
御
心
に
入
れ
て
、
そ
な
た
の
心
よ
せ

あ
る
人
と
お
ぼ
し
て
、
か
た
ら
は
せ
た
ま
ふ
も
、
ま
こ
と
に
心
の
う
ち

は
、
思
ひ
ゐ
た
る
こ
と
お
ほ
か
り
。

（
本
文
は
、
書
陵
部
蔵
黒
川
本
を
底
本
と
す
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
）

と
あ
る
。
記
事
は
、「
行
幸
近
く
な
り
ぬ
と
て
、
殿
の
う
ち
を
、
い
よ
い
よ
つ

く
り
み
が
か
せ
た
ま
ふ
」
の
記
事
の
直
前
に
あ
る
。
行
幸
は
十
月
十
六
日
で

あ
っ
た
。
ま
た
、「
十
月
十
余
日
ま
で
も
、
御
帳
出
で
さ
せ
た
ま
は
ず
。
西
の

そ
ば傍

な
る
御
座
に
、
夜
も
昼
も
さ
ぶ
ら
ふ
」
で
始
ま
る
前
で
、
祝
い
ご
と
が
九
月

十
九
日
で
一
段
落
し
、
道
長
が
時
を
か
ま
わ
ず
若
宮
に
あ
い
に
来
て
、
尿
を
か

け
ら
れ
て
満
足
げ
な
姿
が
描
か
れ
る
、
時
間
的
に
幅
の
あ
る
場
面
の
直
後
に
見
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え
る
。
右
の
「
中
務
の
宮
」
が
具
平
親
王
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
に
は
、

「
当
時
道
長
は
長
男
頼
通
と
中
務
宮
の
娘
隆
姫
と
の
結
婚
を
望
ん
で
い
た
（
栄

花
物
語
・
初
花
巻
）」
の
よ
う
に
、『
栄
花
』
に
記
さ
れ
た
結
婚
記
事
を
前
提
に

し
て
、
結
婚
前
に
紫
式
部
と
相
談
し
て
い
た
と
あ
る
。
し
か
し
、『
御
堂
関
白

集
』
と
あ
わ
せ
見
る
と
、
求
婚
の
始
ま
る
七
箇
月
に
も
前
に
、
一
介
の
女
房
に

嫡
子
の
縁
談
話
な
ど
相
談
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
結
婚
が

す
で
に
具
体
的
な
か
た
ち
で
進
ん
で
い
て
、
そ
れ
と
平
行
し
た
相
談
な
の
で
あ

ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
寛
弘
五
年
五
月
求
婚
と
す
る
と
、『
紫
日
記
』
の
時
点
で
結
婚

し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
、
求
婚
の
歌
か
ら
結
婚
ま
で
の
求
婚
期
間
は
、

政
略
結
婚
が
ほ
と
ん
ど
の
時
代
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
長
く
は
な
か
っ
た
注
9

の
で
、

ち
ょ
っ
と
長
す
ぎ
る
印
象
と
な
る
。

実
は
、
中
務
宮
具
平
親
王
方
で
は
、
具
平
の
母
荘
子
女
王
が
寛
弘
五
年
七
月

十
六
日
に
薨
去
し
て
い
た
（『
日
本
紀
略
』）。
父
方
祖
母
の
服
喪
期
間
は
五
箇
月

な
の
で
、
忌
明
け
は
十
二
月
と
な
る
。

頼
通
・
隆
姫
の
結
婚
は
、
寛
弘
五
年
の
十
二
月
下
旬
か
、
翌
六
年
正
月
早
々

に
成
っ
た
と
私
は
推
量
す
る
。
以
下
に
示
す
『
中
務
親
王
集
』
の
研
究
成
果
を

踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
。

久
保
木
秀
夫
氏
は
、
中
務
親
王
具
平
の
家
集
断
簡
を
集
成
さ
れ
、
他
撰
家
集

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
注
10

い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
版
『
新
編
私
家
集
大
成
』
「
新

編
補
遺
」
に
、
さ
ら
に
断
簡
一
六
首
を
加
え
ら
れ
た
。
問
題
と
し
た
い
の
は
、

一
三
□
ひ
そ
へ
て
し
つ
こ
ゝ
ろ
な
き
よ
の
な
か
に

く
も
の
も
り
を
も
い
と
ゝ
き
く
か
な

衛

こ
れ
を
き
ゝ
て
、
左
門
の
か
み
、
か
へ
し
ゝ
た
り
け
る
人
に
い
ひ

お
こ
せ
」

衛

正
月
つ
こ
も
り
、
左
門
督
殿
ゝ
女
房
た
ち
、
う
た
よ
み
た
り
け
る

を
御
ら
ん
し
て
（
以
下
判
読
不
能
）

�

�

�

�

一
四
な
か
は
ゆ
く
お
と
た
に
ほ
と
た
に
と
し
は
ひ
さ
し
き
を
」

で
あ
る
。
本
文
中
の

」

は
、
そ
れ
で
断
簡
が
終
る
も
の
で
、「
左
衛
門
督
」

の
名
が
共
通
す
る
も
の
の
、
断
簡
二
つ
と
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
一
三
番

歌
の
「
左
衛
門
の
か
み
」
が
公
任
を
さ
す
と
は
、
す
で
に
久
保
木
哲
夫
氏
が
指

衛

摘
さ
れ
て
い
注
11

る
が
、
後
者
の
「
左
門
督
殿
」
に
つ
い
て
、
私
は
頼
通
と
み
た
い

（
寛
弘
六
年
三
月
に
「
左
衛
門
督
」）。
具
平
親
王
は
寛
弘
六
年
七
月
二
十
九
日
の
薨

去
な
の
で
、
頼
通
と
す
る
な
ら
、
寛
弘
六
年
正
月
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。
家

集
の
、
そ
れ
も
断
簡
で
伝
わ
る
一
四
の
歌
の
詞
書
を
利
用
す
る
の
は
冒
険
す

ぎ
、
一
四
「
左
衛
門
督
殿
」
を
頼
通
と
す
る
に
は
、
迂
遠
な
考
証
が
必
要
と
な

る
の
だ
が
、
以
下
の
よ
う
に
推
量
し
た
。

ま
ず
、
一
四
の
断
簡
に
つ
い
て
、
写
真
に
あ
た
っ
て
確
認
し
て
注
12

お
く
。
行
ど

り
も
忠
実
に
従
い
、
翻
字
・
読
点
を
少
し
改
め
て
、「
判
読
不
能
」
の
文
字
を

一
部
だ
け
だ
が
読
み
と
り
、
次
の
よ
う
に
読
ん
だ
。

正
月
つ
こ
も
り
、
左
衛
門
督
殿
ゝ
、

女
房
た
ち
う
た
よ
み

た
り
け
る
を

御
ら
ん
し

て

ゆ
ゝ
し
の
ほ
と
た
に
（
以
下
判
読
不
能
）

�
�
�
�

な
か
は
ゆ
く
ほ
と
た
に

ほ
と
た
に
と
し
は

ひ
さ
し
き
を

「
判
読
不
能
」
と
さ
れ
た
文
字
は
小
さ
く
て
、
詞
書
で
は
な
く
、「
ほ
ど
だ
に
」
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に
付
さ
れ
た
注
記
（
歌
の
表
現
を
批
判
し
た
も
の
）
と
読
ん
で
み
た
。

ま
ず
、
一
三
番
歌
を
先
に
見
て
い
く
。
こ
れ
が
公
任
の
詠
で
あ
る
の
は
、「
く

も
の
も
り
」
と
い
う
地
名
が
見
え
、
そ
れ
に
関
わ
る
歌
が
、『
中
務
親
王
集
』

『
公
任
集
』
に
も
見
え
て
明
ら
か
で
あ
る
。『
中
務
親
王
集
』
に
は
、

七
す
み
か
を
は

と
へ
と
も
た
れ
を
た
の
む
な
る
ら
む

又
お
こ
せ
け
る
（
マ
マ
）

八
つ
ね
な
ら
す
し
く
る
る
ゝ
」

（
新
編
私
家
集
大
成
の
『
中
務
親
王
集
』
の
歌
番
号
に
よ
る
）

と
あ
り
、『
公
任
集
』
の
次
の
歌
群
に
見
え
る
和
歌
と
い
う
。
二
者
で
重
な
る

箇
所
に
つ
い
て
傍
線
を
付
し
た
。

な
り
と
も
の
む
ま
の
か
み
す
け
し
て
う
ぢ
院
に
す
む
こ
ろ
あ
ひ
に
い

き
て

秋
ふ
か
み
霧
立
ち
わ
た
る
朝
な
朝
な

く
も
の
も
り
な
る
君
を
こ
そ
思
へ
（
四
九
三
）

な
か
つ
か
さ
の
宮
き
き
給
ひ
て

そ
む
き
に
し
跡
を
い
か
で
か
尋
ね
ま
し

霧
も
立
ち
そ
ふ
雲
の
も
り
に
は
（
四
九
四
）

と
あ
れ
ば

白
雲
に
あ
と
く
ら
く
ら
に
行
く
か
ず
も

と
ひ
も
や
す
る
と
思
ひ
け
る
か
な
（
四
九
五
）

御
返
し

諸
共
に
契
り
し
雲
の
す
み
か
に
は

と
へ
ど
も
誰
を
頼
む
な
る
ら
ん
（
四
九
六
）

又
宮
よ
り

秋
ふ
か
き
同
じ
か
ざ
し
の
こ
と
の
は
は

山
下
露
や
も
ら
ん
と
す
ら
ん
（
四
九
七
）

御
返
し

つ
ね
な
ら
ず
時
雨
る
る
空
の
言
の
は
は

も
る
と
も
露
を
何
と
か
は
思
ふ
（
四
九
八
）

又
（
四
九
九
歌
略
）

久
保
木
哲
夫
氏
は
、「
く
も
の
も
り
」
は
珍
し
い
地
名
で
、
他
に
は
夫
木
和
歌

抄
雑
部
四
「
森
」
に
一
首
だ
け
見
え
て
「
国
未
勘
之
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
た
。
そ
の
地
名
の
珍
し
さ
か
ら
も
、
断
簡
一
三
の
歌
は
、「
あ
る
い
は
こ
れ

と
同
じ
折
の
詠
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
、「
左
衛
門
の
か
み
」
は
当
然
公
任
と
な

る
、
と
さ
れ
た
。

さ
て
、
断
簡
七
・
八
・
一
三
に
関
わ
る
、『
公
任
集
』
の
「
な
り
と
も
の
む

ま
の
か
み
」
で
あ
る
が
、
竹
鼻
注
13

績
氏
は
、『
大
鏡
』
兼
通
伝
で
藤
原
朝
光
の
子

息
た
ち
に
関
わ
る
「
…
…
次
郎
・
三
郎
君
は
馬
頭
、
少
将
な
ど
に
て
み
な
出
家

し
つ
つ
う
せ
給
ひ
に
き
」
と
あ
る
、
そ
の
次
郎
「
登
朝
」
の
こ
と
で
あ
り
、
正

暦
三
年
（
九
九
二
）
に
右
近
少
将
の
と
き
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
同
四
年
頃

か
ら
病
に
よ
り
出
仕
せ
ず
、
正
暦
五
年
十
月
に
蔵
人
を
辞
し
た
と
す
る
。
そ
の

登
朝
の
出
家
は
、
兄
弟
の
左
近
少
将
相
経
が
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
六
月
六
日

に
出
家
し
て
い
て
、
そ
の
頃
か
と
し
て
、『
小
右
記
目
録
』
第
十
六
「
出
家
〈
付

受
戒
〉」
を
引
く
。

同
（
長
保
元
）
年
閏
三
月
廿
七
日

右
馬
頭
登
任
、
到
北
山
、
出
家
事
う
ま
の

と
あ
る
「
登
任
」
と
い
う
人
物
は
長
保
以
降
に
も
見
え
る
こ
と
、
登
任
の
右
馬

か
み頭

の
歴
任
は
不
明
で
あ
り
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
閏
三
月
廿
九
日
補
闕
の
除

目
で
通
任
が
見
え
る
ま
で
、
名
前
が
見
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、『
小
右
記
目

録
』
の
「
登
任
」
は
、「
登
朝
」
の
誤
り
で
あ
り
、『
公
任
集
』
の
「
な
り
と
も
」

は
、「
登
朝
」
と
断
定
し
て
よ
い
と
さ
れ
た
が
、
首
肯
で
き
る
。
公
任
は
長
徳

（ 7）
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二
年
（
九
九
六
）
七
月
右
衛
門
督
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
三
月
に
左
衛
門
督

に
転
じ
、
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
三
月
四
日
に
頼
通
が
左
衛
門
督
に
任
じ
る

ま
で
そ
の
任
に
あ
り
、
三
月
四
日
に
公
任
は
大
納
言
に
な
っ
た
。
長
保
元
年
に

は
、
ゆ
え
に
厳
密
に
は
「
右
衛
門
督
」
で
あ
る
。

お
お
と
み
ぎ
れ

と
こ
ろ
で
、
久
保
木
秀
夫
氏
は
さ
ら
な
る
断
簡
を
見
い
だ
さ
れ
、「
大
富
切

補
注
14

遺
」
で
紹
介
さ
れ
た
。
平
安
時
代
末
期
書
写
に
な
る
「
大
富
切
」（『
中
務
親

王
集
』）
を
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
集
」
に
一
諸
に
収
め
ら
れ
て
い

た
中
に
見
い
だ
さ
れ
た
と
い
う
。
氏
の
翻
刻
と
お
り
に
引
用
す
る
と
、

お
ほ
え
し

■
■
■
■
■
■

と
き
こ
え

た
ま
へ
り
れ
は

四
条
大
納
言

ゆ
き
か
へ
り
は
る
や

あ
は
れ
と
お
も
ふ

ら
む

右
の
断
簡
は
次
の
『
千
載
集
』
に
見
え
る
具
平
親
王
と
公
任
と
の
贈
答
歌
の
傍

線
部
に
あ
た
る
と
い
う
。

は
な
の
さ
か
り
に
藤
原
為
頼
な
ど
と
も
に
て
、
い
は
く
ら
に
ま
か
れ

り
け
る
を
、
中
将
宣
方
朝
臣
、
な
ど
か
か
く
と
侍
ら
ざ
り
け
む
、
の

ち
の
た
び
だ
に
か
な
ら
ず
侍
ら
ん
と
き
こ
え
け
る
を
、
そ
の
と
し
中

将
も
為
頼
も
み
ま
か
り
け
る
、
ま
た
の
と
し
か
の
花
を
み
て
、
大
納

言
公
任
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

中
務
卿
具
平
親
王

春
く
れ
ば
ち
り
に
し
花
も
さ
き
に
け
り

あ
は
れ
別
の
か
か
ら
ま
し
か
ば
（
五
四
五
）

か
へ
し

大
納
言
公
任

行
き
か
へ
り
春
や
あ
は
れ
と
お
も
ふ
ら
ん

契
り
し
人
の
又
も
あ
は
ね
ば
（
五
四
六
）

断
簡
に
「
四
条
大
納
言
」
と
あ
る
の
は
、
公
任
を
指
す
。「
大
富
切
補
遺
」
の

断
簡
は
、
す
で
に
中
務
親
王
集
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
断
簡
、

た
め
よ
り
な
と
を
御
と
も
に
て
い
は
く
ら
に
お
は
し
ま
し
け
る
を
、
さ
ね

か
た
の
中
将
き
ゝ
て
、
な
と
か
め
し
な
か
り
け
む
、
い
ま
た
ゝ
ひ
ら
か
な

ら
す
、
さ
ふ
ら
は
む
と
き
こ
え
た
り
け
る
」

の
、
お
そ
ら
く
「
次
の
次
に
位
置
す
る
面
で
あ
っ
た
断
簡
で
あ
っ
た
と
推
断
さ

れ
よ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

千
載
集
に
見
え
る
「
ま
た
の
と
し
」
と
は
、
藤
原
為
頼
や
宣
方
中
将
が
亡
く

な
っ
た
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
の
翌
年
で
、
長
保
元
年
で
あ
る
。
さ
き
の
「
く

も
の
も
り
」
と
同
じ
年
の
詠
歌
と
な
り
、
公
任
は
右
衛
門
督
で
あ
っ
た
。

一
つ
に
は
「
左
衛
門
督
」
と
あ
り
、
一
つ
に
は
「
四
条
大
納
言
」
と
あ
る
の

を
、
久
保
木
秀
夫
氏
は
、「
他
撰
歌
集
で
あ
る
と
い
う
点
」
か
ら
統
一
作
業
が

及
ば
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、「
左
衛
門
督
」
が
公
任
と
気
づ
か
な

か
っ
た
と
は
、
中
務
親
王
集
の
編
纂
は
当
然
宮
周
辺
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
か
ら
、
考
え
に
く
い
。
久
保
木
哲
夫
氏
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
具
平
親
王
の
母
（
荘
子
女
王
）
と
公
任
の
母
（
厳
子
女
王
）
は
と
も
に
代
明

親
王
の
娘
た
ち
で
あ
り
、
具
平
・
公
任
は
従
兄
弟
同
士
、
具
平
親
王
が
二
歳
年

長
、『
拾
遺
集
』『
後
拾
遺
集
』『
公
任
集
』
な
ど
に
二
人
の
親
密
な
交
流
ぶ
り

は
よ
く
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
具
平
親
王
が
亡
く
な
る
ま
で
の
数
箇
月
間

の
公
任
の
官
職
「
四
条
大
納
言
」（
公
任
は
大
納
言
が
極
官
）
と
そ
の
前
の
官
職

「
左
衛
門
督
」
と
い
う
二
つ
の
呼
称
を
使
用
す
る
の
は
、
別
の
事
情
が
は
た
ら

い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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前
掲
『
中
務
親
王
集
』
の
断
簡
一
四
を
見
る
と
、「
正
月
つ
こ
も
り
、
左
衛

門
督
殿
ゝ
、
女
房
た
ち
う
た
よ
み
た
り
け
る
を
御
ら
ん
し
て
」
と
あ
り
、「
殿
」

衛

が
付
さ
れ
て
い
る
。
公
任
を
指
す
、
断
簡
一
三
に
は
「
左
門
の
か
み
」
と
あ
り
、

「
大
富
切
補
遺
」
に
は
「
四
条
大
納
言
」
と
あ
り
、「
殿
」
が
つ
い
て
い
な
い
。

「
…
…
女
房
た
ち
の
よ
み
た
り
け
る
歌
を
御
ら
ん
し
て
」
で
は
な
く
、「
…
…
女

房
た
ち
う
た
よ
み
た
り
け
る
を
御
ら
ん
し
て
」
と
あ
っ
て
、
私
的
な
場
で
女
房

た
ち
が
歌
を
詠
む
の
を
、
男
性
が
目
に
で
き
る
の
は
、
家
族
に
な
っ
て
か
ら
後

と
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。
頼
通
が
一
家
の
人
と
な
り
、
具
平
親
王
家
で
の

女
房
た
ち
と
の
交
流
も
あ
っ
て
、
頼
通
ゆ
え
に
、「
殿
」
が
付
さ
れ
た
と
推
量

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
新
編
補
遺
の
よ
う
に
、「
正
月
つ
こ
も
り
、
左
衛
門
督
殿
ゝ
の
女
房

た
ち
、
う
た
よ
み
た
り
け
る
を
御
ら
ん
し
て
」
と
い
う
読
点
に
し
て
、
御
覧
ず

る
主
体
を
具
平
親
王
と
し
、
頼
通
の
女
房
た
ち
を
見
た
文
脈
と
解
し
た
と
し
て

も
、
や
は
り
結
婚
成
立
後
と
な
ろ
う
。

和
歌
が
、
途
中
で
切
れ
て
い
る
が
、「
な
か
ば
ゆ
く
ほ
ど
だ
に
」
の
表
現
に

つ
い
て
、「
ゆ
ゆ
し
」
と
難
点
が
書
か
れ
て
い
る
ら
し
い
の
は
、
公
任
の
歌
で

は
ま
た
あ
り
に
く
か
ろ
う
。

断
簡
ゆ
え
に
読
解
に
主
観
が
混
じ
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
具
平
親
王
薨
去
後

に
は
、
頼
通
は
ま
さ
し
く
一
家
の
「
殿
」
と
な
る
状
況
か
ら
、「
左
衛
門
督
殿
」

と
い
う
詞
書
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
し
、
一
四
の
断
簡
は
、
頼
通
と

隆
姫
と
の
結
婚
を
寛
弘
五
年
十
二
月
か
翌
年
正
月
早
々
と
考
え
る
一
つ
の
材
料

に
な
り
え
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
二
人
の
年
齢
は
、
も
し
寛
弘
五
年
な

ら
、
頼
通
十
七
歳
、
隆
姫
十
四
歳
で
あ
注
15

る
。

と
こ
ろ
で
、
敦
成
親
王
御
産
に
と
も
な
う
行
幸
の
日
に
親
王
宣
下
が
行
わ

れ
、
親
王
別
当
の
一
人
と
な
っ
た
源
頼
定
は
、
一
条
天
皇
蔵
人
頭
と
い
う
職
掌

が
ら
別
当
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
が
、
一
方
で
、
頼
定
は
、
為
平
親
王
と
源
高

明
女
と
の
間
に
生
ま
れ
て
い
て
、
具
平
親
王
室
（
つ
ま
り
隆
姫
母
）
と
は
き
ょ

う
だ
い
に
な
る
。
具
平
親
王
に
は
長
じ
た
男
子
が
い
ず
、
道
長
が
頼
通
の
妻
の

家
で
あ
る
親
王
家
に
恩
恵
を
与
え
る
と
き
、
頼
定
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
一
人

で
あ
注
16

る
。
さ
ら
に
頼
定
は
翌
寛
弘
六
年
三
月
に
参
議
に
の
ぼ
っ
た
。

『
栄
花
』「
初
花
」
の
巻
の
年
時
が
相
当
に
揺
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
池

田
尚
隆
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
注
17

が
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
頼
通
と
隆
姫

と
の
婚
儀
が
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、『
栄
花
』
が
描
い
た
、
頼
通
結
婚
の
後
に

妹
妍
子
が
東
宮
に
参
る
と
い
う
順
序
は
確
か
で
あ
り
、
具
平
親
王
薨
去
の
際
に

頼
通
が
何
か
と
世
話
を
し
た
の
も
あ
り
え
た
物
語
と
な
る
。

四

平
野
氏
は
、『
栄
花
』
と
『
御
堂
関
白
集
』
と
歌
は
重
な
り
な
が
ら
情
況
が

す
っ
か
り
異
な
っ
て
い
て
、『
栄
花
』
を
相
対
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
注

3
の
平
野
論
文
の
②
）。
時
雨
亭
文
庫
本
に
よ
る
新
出
部
分
に
見
え
る
、
次
の

贈
答
歌
で
あ
る
。

尼
上
の
九
月
十
余
日
、
御
堂
供
養
せ
さ
せ
給
ふ
と
て
、
殿
の
上
も
お

は
し
ま
し
て
、
殿
の
上
帰
ら
せ
給
ふ
。
尼
上
は
と
ま
り
給
ひ
た
り
け

る
に
、
つ
と
め
て
殿
よ
り

嵐
吹
く
み
や
ま
の
里
に
君
を
お
き
て

心
も
そ
ら
に
今
日
は
し
ぐ
る
る
（
七
七
）

御
返

こ
れ
ば
か
り
あ
は
れ
と
思
ふ
た
び
は
な
し

わ
が
身
も
秋
も
暮
れ
ぬ
と
思
へ
ば
（
七
八
）
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平
野
氏
が
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）

九
月
二
十
九
日
条
に
記
さ
れ
た
「
一
条
尼
上
、
観
音
寺
作
二

無
常
所
一

、
修
二

小

法
事
一

、
依
レ

有
二

可
レ

慎
事
一

、
自
不
レ

至
、
女
方
参
レ

堂
…
…
」
と
あ
る
折
の
こ

と
で
、
倫
子
母
の
穆
子
が
建
て
た
無
常
所
（
東
山
観
音
寺
に
造
っ
た
御
堂
）
の
供
養

が
行
わ
れ
、
七
僧
三
十
僧
を
招
い
て
の
法
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
に
道
長
は

不
参
、
倫
子
は
参
加
し
た
と
あ
る
。
翌
三
十
日
の
同
記
も
、「
早
朝
至
二

観
音

寺
一

、
与
二

女
方
一

帰
来
、
尼
上
方
有
二

送
物
一

、
装
束
一
襲
、
随
身
等
賜
二

疋
絹
一

」

と
引
用
す
る
。『
御
堂
関
白
集
』
で
は
、
翌
朝
に
和
歌
は
「
殿
よ
り
」
と
あ
っ

て
、『
全
釈
』
に
「
嵐
吹
く
」
の
歌
は
、
道
長
が
送
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ

れ
を
、『
栄
花
』
巻
十
二
「
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
」
で
は
、
穆
子
薨
去
の
後
の
こ

と
で
倫
子
詠
に
し
て
い
る
と
、
平
野
氏
は
指
摘
さ
れ
た
。

か
の
寺
よ
り
、
ま
た
の
日
帰
ら
せ
た
ま
ふ
そ
ら
な
し
。
あ
は
れ
に
悲
し

う
、
涙
を
流
さ
せ
た
ま
へ
り
。
か
し
こ
に
お
は
し
ま
し
つ
る
ほ
ど
、
宮
々

の
御
使
、
さ
べ
き
御
使
ど
も
、
数
知
ら
ず
多
く
し
き
り
参
り
つ
る
も
め
で

た
く
ぞ
。
さ
て
帰
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
ま
た
の
日
、
中
宮
に
聞
こ
え
さ
せ
た

ま
へ
り
。
一
条
殿
よ
り
、

嵐
吹
く
み
や
ま
の
里
に
君
を
置
き
て
心
も
そ
ら
に
今
日
は
し
ぐ
れ
ぬ

『
栄
花
』
で
は
、
穆
子
薨
去
を
丁
寧
に
物
語
っ
て
い
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
頭
注
に
、
穆
子
の
葬
儀
の
次
第
を
、「
七
月
」
の
死
の
後
、「
九
月
」
に
「
し

ば
し
」
の
山
寺
へ
の
安
置
、「
こ
の
世
の
大
事
の
後
」
の
本
葬
と
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
穆
子
の
遺
言
ど
お
り
の
流
れ
で
書
き
進
め
て
い

る
。
右
の
引
用
文
は
、「
九
月
に
ぞ
、
尼
上
観
音
寺
と
い
ふ
所
に
お
は
し
ま
さ

せ
た
ま
ふ
。
…
…
」
と
開
始
さ
れ
た
箇
所
の
最
後
の
方
に
置
か
れ
て
い
る
。
観

音
寺
に
遺
体
を
移
す
日
は
（
道
長
は
穢
れ
を
避
け
る
文
脈
に
あ
り
不
在
だ
が
）、
倫
子

が
い
た
の
で
頼
通
も
控
え
て
い
た
こ
と
、
様
々
な
人
々
の
弔
問
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
記
し
て
、
翌
日
邸
に
戻
っ
て
か
ら
の
こ
と
が
、
右
の
引
用
文
で
あ
る
。

帰
宅
し
た
翌
日
に
、
娘
の
中
宮
妍
子
へ
送
っ
た
倫
子
歌
と
す
る
。
倫
子
母
穆
子

の
死
に
つ
い
て
、『
栄
花
』
で
は
荼
毘
に
ふ
さ
ず
、
遺
体
を
安
置
す
る
葬
法
に

記
し
て
い
る
の
が
、
和
歌
「
君
を
置
き
て
」
と
い
う
表
現
に
付
く
の
で
あ
ろ

う
。
穆
子
の
病
悩
か
ら
逝
去
に
い
た
る
ま
で
丁
寧
に
描
い
て
、
巻
を
隔
て
た
巻

一
六
「
も
と
の
し
づ
く
」
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
の
く
だ
り
に
も
、

か
く
て
九
月
ば
か
り
、
大
殿
の
上
、
一
条
殿
の
尼
上
を
ば
、
観
音
寺
と
い

ふ
所
に
こ
そ
は
お
さ
め
た
ま
ひ
し
か
、
そ
れ
を
こ
の
頃
と
か
く
し
た
て
ま

つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
の
ち
は
、
…
…
木
幡
の
僧
都
の
中
河
の
家
に
渡
ら
せ
た

ま
ひ
て
お
は
し
ま
す
。

と
あ
る
。
史
実
を
探
る
と
、『
栄
花
』
は
わ
ず
か
に
前
後
し
、
土
御
門
火
災
の

後
の
七
月
二
十
六
日
の
逝
去
、
観
音
寺
に
遺
体
を
移
し
た
の
は
、
実
際
は
八
月

一
日
の
こ
と
、
五
日
に
お
さ
め
た
。「
九
月
に
ぞ
」「
九
月
ば
か
り
」
と
あ
る
の

は
、
実
際
は
九
月
五
日
に
四
十
九
日
の
法
事
が
行
わ
れ
た
日
を
指
す
か
。
な

お
、
改
葬
の
こ
と
は
記
録
類
に
見
え
な
い
が
、
当
然
行
わ
れ
た
も
の
で
、
あ
り

え
た
経
過
を
『
栄
花
』
で
は
描
い
て
い
よ
う
。

平
野
氏
は
、「
君
を
お
き
て
」
の
「
君
」
と
は
、
当
時
の
和
歌
の
用
例
で
は

普
通
、
贈
答
の
相
手
を
指
す
、
と
指
摘
す
る
（
注
３
の
論
文
②
）。
確
か
に
、

『
栄
花
』
よ
り
も
『
御
堂
関
白
集
』
の
方
が
実
際
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
で
は
何
故
に
娘
妍
子
あ
て
の
倫
子
の
歌
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、

『
栄
花
』
な
り
の
文
脈
に
よ
る
と
思
わ
れ
、『
栄
花
』
及
び
『
御
堂
関
白
集
』
に

見
え
る
、
妍
子
と
母
倫
子
・
雅
信
室
穆
子
と
の
接
点
を
眺
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。『

栄
花
』
に
は
穆
子
の
姿
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
巻
三
「
さ

ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
」
で
倫
子
と
道
長
と
の
結
婚
に
つ
い
て
、
父
雅
信
は
難
色

都留文科大学研究紀要 第76集（2012年10月）
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を
示
し
た
の
に
対
し
て
、
母
穆
子
は
、「
時
々
物
見
な
ど
に
出
で
て
見
る
に
、

こ
の
君
た
だ
な
ら
ず
見
ゆ
る
君
な
り
。
た
だ
我
に
ま
か
せ
た
ま
へ
れ
か
し
。
こ

の
こ
と
悪
し
う
や
は
あ
る
」
と
、「
心
づ
き
に
お
ぼ
し
て
」
結
婚
の
準
備
を
さ

せ
た
と
あ
る
。
兄
達
の
結
婚
に
比
し
て
、
道
長
の
結
婚
を
殿
人
た
ち
が
格
別
に

思
っ
た
と
も
見
え
た
。
倫
子
の
懐
妊
に
「
い
た
る
限
り
の
こ
と
ど
も
」
を
残
り

な
く
し
て
、「
女
君
」
彰
子
の
誕
生
と
な
っ
た
。
巻
四
「
み
は
て
ぬ
夢
」
で
は
、

夫
左
大
臣
雅
信
の
薨
去
を
悲
し
む
姿
が
、
巻
七
「
と
り
べ
の
」
で
は
、
倫
子
妹

が
、
道
長
異
母
兄
道
綱
と
結
婚
、
兼
経
出
産
の
折
に
逝
去
し
て
し
ま
う
こ
と
が

記
さ
れ
、
残
さ
れ
た
人
々
の
悲
し
み
を
描
く
な
か
に
、「
大
上
残
り
少
な
き
に

あ
は
れ
に
お
ぼ
し
入
り
た
り
」
と
あ
っ
た
。

巻
一
一
「
つ
ぼ
み
花
」
で
は
、
妍
子
腹
の
禎
子
内
親
王
が
乳
母
の
障
り
で
、

倫
子
と
と
も
に
内
裏
か
ら
土
御
門
殿
に
注
18

退
出
、
母
妍
子
と
道
長
と
の
贈
答
な
ど

が
記
さ
れ
、
一
条
殿
の
穆
子
が
禎
子
内
親
王
に
会
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
倫

子
が
連
れ
て
い
き
対
面
さ
せ
た
。
大
喜
び
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
条
殿
に
一
泊
し

帰
る
際
に
、
姫
宮
に
と
大
切
に
し
て
い
た
み
ご
と
な
贈
物
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
た
。

禎
子
内
親
王
を
曾
祖
母
穆
子
に
会
わ
せ
る
た
め
に
、
一
条
殿
に
移
動
す
る
記

事
の
意
味
が
、『
御
堂
関
白
集
』
を
見
る
と
、『
栄
花
』
の
作
者
た
ち
に
自
明
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
妍
子
と
祖
母
穆
子
と
の
関
係
性
が
よ
り
浮
か
び
あ
が
っ
て

く
る
。

ま
ず
、
寛
弘
二
年
次
に
見
え
る
、
次
の
贈
答
歌
が
あ
る
。

七
月
ば
か
り
に
、
一
条
殿
の
上
具
し
て
、
石
山
に
こ
も
ら
せ
給
へ
り

な
い
し
の
か
ん

け
る
、
宮
よ
り
も
注
19

御
所
よ
り
も
、
日
々
に
御
文
あ
り
、
尚

侍
の
殿

に

人
を
の
み
思
ひ
や
る
ま
に
こ
の
ご
ろ
は

関
に
心
の
越
え
ぬ
日
ぞ
な
き
（
四
五
）

御
返
事

こ
こ
ま
で
も
行
き
も
か
か
ら
で
逢
坂
の

関
に
の
み
や
は
立
ち
止
ま
る
ら
ん
（
四
六
）

底
本
の
「
七
月
ば
か
り
に
」
は
「
十
月
…
…
」
の
誤
写
と
さ
れ
た
が
（
注
２
論

文
）、
確
か
に
歌
順
よ
り
首
肯
で
き
る
。
記
録
類
を
見
る
と
、
寛
弘
二
年
十
月

二
十
五
日
〜
十
一
月
三
日
ま
で
の
、
道
長
が
、
今
上
一
宮
敦
康
親
王
を
連
れ
て

の
石
山
詣
で
の
折
の
こ
と
で
、
二
十
五
日
、
内
裏
よ
り
石
山
に
到
着
し
て
い
る

（『
権
記
』）。
道
長
は
二
十
七
日
志
賀
寺
に
参
詣
し
た
り
、
二
十
九
日
に
は
敦
康

親
王
と
と
も
に
八
島
で
祓
を
し
た
り
（『
御
堂
関
白
記
』『
権
記
』）、
十
一
月
二
日

に
道
長
は
田
上
厩
に
行
き
、
行
成
は
夜
に
入
り
石
山
に
帰
っ
て
（『
権
記
』）、
三

日
帰
京
の
日
に
、
道
長
留
守
の
ま
ま
に
彼
の
命
で
僧
侶
達
に
禄
の
こ
と
を
行

い
、「
且
女
房
等
可
レ

乗
者
」
と
倫
子
ら
の
世
話
ま
で
し
て
い
る
（『
権
記
』）。

石
山
詣
で
に
、
道
長
が
倫
子
を
と
も
な
っ
た
こ
と
は
『
御
堂
関
白
記
』
に
よ

り
知
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
、
一
宮
敦
康
親
王
が
主
体
の
参
詣
で
あ
る
。
敦

康
が
彰
子
猶
子
ゆ
え
の
、
道
長
・
倫
子
同
行
で
あ
っ
て
、
一
条
天
皇
の
信
頼

あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
石
山
詣
で
が
か
な
っ
た
。
こ
の
と

き
に
、『
御
堂
関
白
集
』
に
よ
り
は
じ
め
て
、「
一
条
殿
の
上
」
穆
子
や
「
尚
侍

殿
」
妍
子
も
同
行
し
た
と
知
ら
れ
る
。
道
長
は
他
の
男
性
貴
族
と
と
も
に
別
行

動
し
て
い
る
と
き
、
倫
子
は
ま
だ
満
五
歳
に
も
な
ら
ぬ
敦
康
親
王
の
世
話
を
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
妍
子
を
同
行
し
た
意
味
は
、
私
的
祈
り
も
勿
論
あ
っ
た

ろ
う
が
、
敦
康
親
王
が
退
屈
せ
ぬ
よ
う
と
い
う
お
相
手
の
意
味
も
あ
っ
た
ろ
う

（
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
道
長
は
、
も
し
将
来
敦
康
親
王
が
立
太
子
す
る
よ
う
な
場

合
、
妍
子
を
東
宮
妃
に
す
る
こ
と
ま
で
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）。
ま
た
、
大
切

な
姫
君
十
二
歳
の
妍
子
を
見
守
る
た
め
に
、
祖
母
穆
子
が
伴
わ
れ
て
い
た
と
推
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量
で
き
る
。

『
全
釈
』
に
あ
る
よ
う
に
、「
宮
」（
中
宮
）
か
ら
も
、「
御
所
」（
一
条
天
皇
）

か
ら
も
遠
出
を
気
遣
う
皇
子
の
行
く
先
に
使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。

姉
彰
子
の
入
内
に
と
も
な
い
倫
子
が
内
裏
に
出
向
き
滞
在
す
る
と
き
が
多

か
っ
た
だ
け
に
、
妍
子
の
傍
に
祖
母
穆
子
が
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。『
御
堂
関
白
集
』
寛
弘
七
年
条
に
は
、

一
条
殿
の
尼
上
、
尚
侍
の
殿
の
、
一
条
に
お
は
し
ま
す
に
、
殿
の
梅

お
ぼ思

し
や
り
て

わ
が
や
ど
の
花
の
こ
ろ
ほ
ひ
は
常
よ
り
も

春
の
み
や
こ
と
思
ひ
や
る
か
な
（
五
一
）

御
返

の
ど
け
く
て
春
の
み
や
こ
と
見
る
か
ら
に

植
ゑ
け
ん
花
の
も
と
を
し
ぞ
思
ふ
（
五
二
）

と
い
う
穆
子
・
妍
子
の
贈
答
歌
が
見
え
る
。『
全
釈
』
に
は
、
里
内
裏
焼
亡
に

よ
り
枇
杷
殿
に
天
皇
が
移
り
、
東
宮
は
、
枇
杷
殿
か
ら
頼
通
邸
に
、
つ
い
で
高

階
業
遠
宅
に
、
寛
弘
六
年
十
月
二
十
二
日
に
「
遷
二

御
故
左
大
臣
雅
信
宅
一

」

（『
日
本
紀
略
』）
と
あ
り
、
穆
子
の
一
条
第
に
住
ま
い
す
る
東
宮
に
、
寛
弘
七
年

二
月
二
十
日
尚
侍
妍
子
は
入
内
し
た
、
と
説
明
が
あ
る
。
穆
子
が
別
の
家
か

ら
、
一
条
第
の
梅
花
が
い
つ
も
よ
り
ず
っ
と
春
ら
し
い
「
春
の
み
や
こ
」
と
贈

る
の
は
、
東
宮
が
住
ま
い
し
尚
侍
妍
子
も
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、『
日

本
暦
日
便
覧
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
は
二
月
三
十
日
が
春
分
の
日
）。
妍
子
は
、
春
の
花

が
盛
り
で
「
春
の
み
や
こ
」
と
見
る
に
つ
け
て
、「
植
え
た
方
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
、（
お
ば
あ
様
と
い
う
「
も
と
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
）、
今
が
あ
る
と
存

じ
ま
す
」（『
全
釈
』）
と
返
歌
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
一
条
殿
は
、
穆
子
が
亡
く
な
り
、
三
条
天
皇
も
崩
御
し
た
後

に
、
中
宮
と
な
っ
て
い
た
妍
子
が
枇
杷
殿
の
再
建
さ
れ
る
ま
で
、
こ
こ
に
暮
ら

し
て
い
た
様
子
が
、『
栄
花
』
巻
一
三
「
ゆ
ふ
し
で
」
に
折
々
の
詠
草
と
と
も

に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
栄
花
』
で
は
、「
嵐
吹
く
」
の
歌
を
道
長
で
は
な
く
倫
子
の
歌
と
し
、
妍
子

に
贈
っ
た
と
し
た
理
由
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
妍
子
方
に
あ
っ
た

和
歌
資
料
を
も
と
に
し
た
か
ら
だ
と
し
て
も
、『
栄
花
』
に
は
妍
子
と
穆
子
と

の
交
流
が
見
え
て
、
倫
子
が
母
を
喪
っ
た
悲
し
み
の
歌
を
贈
る
相
手
と
注
20

し
て
、

『
栄
花
』
で
は
妍
子
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た

も
の
で
あ
る
。『
御
堂
関
白
集
』
の
資
料
的
正
確
さ
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、

『
栄
花
』
で
も
、
九
月
の
詠
、
観
音
寺
、
穆
子
に
関
わ
る
な
ど
、
そ
れ
な
り
に

道
長
家
の
事
情
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

『
栄
花
』
初
花
巻
の
巻
頭
を
飾
る
、
頼
通
の
春
日
祭
使
を
め
ぐ
る
、
道
長
と

公
任
・
花
山
院
の
贈
答
歌
三
首
は
、
本
稿
で
は
と
り
挙
げ
な
か
っ
た
が
、『
御

堂
関
白
集
』
の
や
は
り
巻
頭
を
飾
る
歌
で
あ
っ
て
、
一
家
の
嫡
子
の
晴
の
日
の

詠
歌
に
注
目
し
て
い
て
、
両
者
の
共
通
歌
は
、
計
五
首
と
な
る
。
平
野
由
紀
子

氏
は
、
道
長
家
で
の
「
層
を
な
す
書
き
手
」
の
存
在
を
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
（
注

３
の
⑤
論
文
）、『
栄
花
』
作
者
を
考
え
る
際
に
も
有
効
で
あ
る
。
以
上
、『
栄

花
』
に
は
、
そ
れ
な
り
の
論
理
が
あ
っ
て
、
そ
の
論
理
か
ら
独
自
な
物
語
が
形

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
小
さ
な
窓
か
ら
眺
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

1
「
御
堂
関
白
集
の
性
格
」（『
言
語
と
文
芸
』
一
九
六
三
年
九
月
）「
御
堂
関
白
集
に
つ

い
て
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
40

一
九
七
〇
年
十
二
月
）。
と
も
に
、『
平
安
私
家

集
研
究
』（
新
典
社

一
九
九
八
年
）
所
収
。
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2

森
川
泰
雄
氏
「『
御
堂
関
白
集
』
詠
歌
年
時
小
考
」（『
王
朝
細
流
抄
』
3

一
九
九

九
年
三
月
）

3

平
野
由
紀
子
氏
の
論
考
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
「
御
堂
関
白
集
よ
り
」（『
む
ら
さ
き
』
３６

一
九
九
九
年
十
二
月
）

②
「
私
家
集
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
道
長
と
栄
花
物
語
」（『
国
文
学
』
二
〇
〇
五
年

四
月
）

③
「
私
家
集
研
究
の
現
在
」（
秋
山
虔
編
『
平
安
文
学
史
考
』
武
蔵
野
書
院

二
〇
〇

九
年
十
二
月
）

④
「
私
家
集
研
究
の
現
在
―
御
堂
関
白
集
―
」（
平
野
由
紀
子
編
『
平
安
文
学
新
論
』

風
間
書
房

二
〇
一
〇
年
三
月
）

⑤
「
平
安
文
学
と
女
性
―
層
を
な
す
書
き
手
―
」（『
青
い
宝
石
』
青

社

二
〇
一
〇

年
三
月
）

4

妹
尾
好
信
氏
の
論
考
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
第
二
歌
群
・
寛
弘
二
年
詠
の
部
―
」（『
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
』
59

一
九
九
九
年
十
二
月
）

②
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
第
二
歌
群
・
寛
弘
二
年
詠
の
部
（
承
前
）
―
」（『
古

代
中
世
国
文
学
』
14

一
九
九
九
年
十
二
月
））

③
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
第
一
歌
群
・
寛
弘
元
年
詠
の
部
―
」（『
国
文
学
研
究

資
料
館
紀
要
』
26

二
〇
〇
〇
年
三
月
）

④
「『
御
堂
関
白
集
』
の
伝
本
と
本
文
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
15

二
〇
〇
〇
年
七

月
）

⑤
「『
御
堂
関
白
集
』
校
本
稿
」（『
調
査
研
究
報
告
』
21

二
〇
〇
〇
年
九
月
）

⑥
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
第
三
歌
群
・
年
次
不
定
詠
の
部
―
」（『
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
』
60

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）

⑦
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
第
三
歌
群
・
年
次
不
定
詠
の
部
（
承
前
）
―
」（『
古

代
中
世
国
文
学
』
16

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）

⑧
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
時
雨
亭
文
庫
本
新
出
歌
の
部
―
」（『
古
代
中
世
国
文

学
』
21

二
〇
〇
五
年
五
月
）

5

森
田
奈
々
氏
「
御
堂
関
白
集
の
基
礎
的
研
究
」（『
国
文
』
93

二
〇
〇
〇
年
七
月
）

6

片
山
剛
氏
「『
御
堂
関
白
集
』
試
論
」（『
古
代
中
世
和
歌
文
学
』
和
泉
書
院

二
〇

〇
二
年
二
月
）

7

拙
稿
「『
栄
花
物
語
』
と
『
後
拾
遺
集
』」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
一
一
年
十
一

月
）

8

田
中
新
一
氏
は
『
河
海
抄
』
が
正
・
五
・
九
月
に
は
男
女
の
初
会
を
忌
む
と
し
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
、
そ
の
う
ち
五
月
は
特
に
忌
ま
れ
た
こ
と
を
、
諸
家
集
や
『
う
つ
ほ
物

語
』「
ま
つ
り
の
使
ひ
」「
藤
原
君
」
な
ど
か
ら
例
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
九
月
も
忌
む
例

が
、
東
屋
巻
の
言
及
以
外
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』「
吹
上

下
」
巻
に
見
え
る
と
指
摘
す

る
（
「
王
朝
人
の
節
月
意
識
―
源
氏
物
語
東
屋
巻
の
「
九
月
の
忌
み
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
平
安
朝
文
学
に
見
る
二
元
的
四
季
観
』
風
間
書
房

一
九
九
〇
年
）。
ま
た
、
青
島
麻

子
氏
は
さ
ら
に
例
を
広
く
集
め
、
記
録
類
か
ら
現
実
面
の
結
婚
例
に
も
広
げ
ら
れ
て
、

正
月
の
結
婚
例
は
あ
る
と
し
、
確
実
に
結
婚
忌
月
と
言
え
る
の
は
、
五
月
・
九
月
の
み

で
あ
る
と
さ
れ
た
（
「
平
安
時
代
の
結
婚
忌
月
―
東
屋
巻
の
「
九
月
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
む
ら
さ
き
』
46

二
〇
〇
九
年
十
二
月
）。

9

求
婚
開
始
と
実
際
の
結
婚
時
期
に
つ
い
て
だ
が
、
蜻
蛉
日
記
に
は
、
兼
家
の
初
め
て

の
贈
歌
が
「
ほ
と
と
ぎ
す
」（
五
月
）
で
、
結
婚
は
九
月
以
前
の
「
秋
つ
か
た
」（
七
月

か
八
月
）
に
な
っ
た
。
後
一
条
天
皇
の
場
合
で
は
、「
は
じ
め
て
は
べ
り
け
る
う
ち
の

お
ほ
む
ふ
み
」
と
大
原
野
神
社
に
参
詣
し
て
い
た
ら
し
い
尚
侍
威
子
に
文
を
初
め
て

や
っ
た
の
は
、「
は
る
が
す
み
」「
う
ぐ
ひ
す
」「
は
な
よ
り
さ
き
」
の
歌
語
を
含
む
時

期
で
あ
り
（
西
本
願
寺
本
兼
盛
集
の
付
載
家
集
に
よ
る
。
平
野
由
紀
子
氏
「
逸
名
家
集

考
―
紫
式
部
没
年
に
及
ぶ
―
」『
平
安
和
歌
研
究
』
風
間
書
房

二
〇
〇
八
年
）、
寛
仁
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二
年
（
一
〇
二
〇
）
正
月
五
日
に
天
皇
は
元
服
、
そ
の
後
三
月
一
日
・
五
日
に
は
勅
使

が
家
を
訪
れ
、
三
月
七
日
に
入
内
し
て
い
る
の
で
、
一
月
か
二
月
頃
と
思
わ
れ
る
贈
歌

で
あ
る
。
貴
族
の
結
婚
は
政
略
結
婚
ゆ
え
、
初
め
て
の
文
か
ら
二
〜
四
箇
月
の
短
期
間

に
結
婚
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

10
『
中
古
中
世
散
佚
歌
集
研
究
』
第
一
章
平
安
時
代
第
二
節
「
具
平
親
王
集
」（
青

社

二
〇
〇
九
年
）

11
「
中
務
卿
具
平
親
王
と
そ
の
集
」（
有
吉
保
編
『
和
歌
文
学
の
伝
統
』
一
九
九
七
年
）

12

春
日
井
市
道
風
記
念
館
、
平
成
十
二
年
秋
の
特
別
展
「
諸
家
集
の
古
筆
」
図
録
に
よ

る
。

13
「
私
家
集
剳
記
ー
公
任
集
人
物
考
―
」（「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
」
114

一
九
八
七

年
七
月
）

お
お
と
み
ぎ
れ

14
「
大
富
切
補
遺
」（「

見
日
本
文
學
會
報
」
69

二
〇
一
一
年
三
月
）

15

弟
教
通
は
十
七
歳
で
結
婚
、
相
手
の
公
任
女
は
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

16

具
平
親
王
室
の
兄
弟
に
は
、
他
に
源
憲
定
な
ど
が
い
る
。

17

池
田
尚
隆
氏
「『
栄
花
物
語
』
巻
八
「
は
つ
は
な
」
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」（『
新
栄

花
物
語
研
究
』
風
間
書
房

二
〇
〇
二
年
）

18

山
中
裕
氏
に
よ
り
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
が
『
御
堂
関
白
記
』
に
よ
り
確
認
さ
れ
る

が
、『
栄
花
』
で
は
一
年
ほ
ど
前
に
記
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（「『
御
堂
関
白

記
』
と
『
栄
花
物
語
』
の
史
実
に
つ
い
て
」「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
」
122

一
九
九

二
年
七
月
）。

19
『
全
釈
』
で
は
「
御
前
」
と
翻
字
す
る
が
、「
御
所
」
と
読
め
る
。
松
平
文
庫
本
に
も

「
御
所
」
と
あ
る
。

20
『
栄
花
』
の
和
歌
を
見
て
い
く
と
、
彰
子
和
歌
と
妍
子
和
歌
と
は
同
数
で
あ
る
が
、

位
相
を
異
に
し
、
妍
子
の
和
歌
は
す
べ
て
私
的
な
場
面
の
も
の
で
、
ま
た
、
倫
子
が
関

わ
る
贈
答
歌
の
場
面
は
、
す
べ
て
妍
子
と
関
係
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
拙

稿
「
女
た
ち
の
、
歴
史
叙
述
―
『
栄
花
物
語
』
正
篇
倫
子
腹
の
子
女
た
ち
の
描
き
方
か

ら
―
」『
王
朝
歴
史
物
語
の
方
法
と
享
受
』
竹
林
社

二
〇
一
一
年
）。

付
記

「
諸
家
集
の
古
筆
」
写
真
版
（
中
務
親
王
集
の
断
簡
一
四
）
は
、
文
字
が
小
さ
く

て
読
め
ず
、
一
文
字
昭
子
氏
に
図
像
処
理
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
示
唆
も
頂
戴
し

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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